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広報誌名「めだか」は、当院の中庭でみんなに愛でられ育つめだかのように、親しんでいただきたいという思いから名付けられました。

表紙絵：「小鳥のさえずりキャンドル」坂尾 有美

医療法人三九会　三九朗病院

Topic 新任の医師を紹介します

さんくろうニュース

「ここに来て良かった」そんな施設をめざして http://www.sankuro.or.jp/

５月号
2019年（No.79）五平餅

三河地方の

近年、映画やテレビドラマで話題
になった「五平餅」は、舞台である岐
阜県だけでなく、三河地方でもソウ
ルフードというべき食べ物です。
江戸時代からあるといわれる五平餅には、名前の起源が諸説あり、神様
への祭りに使われる御

ご
幣
へい
に似ているからという説、「五平さん」が考案した

という説、そのほか、地域ごとにも伝承があるようです。
五平餅は、炊いたご飯を練って潰し、串や棒に貼り付けて、きつね色に
なるまで焼いた後、たれを塗って再び焼くと完成です。残ったご飯をトー
スターやフライパンで焼けば家庭でも手軽に五平餅が食べられます。

豊田市では、串や棒にわらじ型に貼り付
けて、味

み
噌
そ
だれで焼く食べ方が一般的ですが、

地域によって、形が団子型やひょうたん型だっ
たり、たれもたまりやしょう油をベースとし
ていたり、産物のゴマやくるみ、ピーナッツ
などを使っていたりするそうです。
お祭りやイベントの屋台で食べるのもおい
しいですが、豊田市内に50件以上ある五平餅
屋さんをめぐって好みの味を探してみるのも
楽しいですね。

郷土料理の紹介
三河地方に伝わる郷土料理をご紹介
するコーナーです。ぜひ地元の味を
再発見してみてください！

新入職員を紹介します巻頭



Services Information Services Information｜皆さまを支える三九朗病院のシゴトを紹介します。

授賞式のようす

三九朗病院でのリハビリ

機能の底上げ
生活基盤

生活基盤の安定

その人らしい
生活を取り戻す

通所リハビリ・訪問リハ・（訪問看護）

デイサービス

介護保険から卒業 !!
（健康教室・趣味・地域行事）
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リハビリデイサービスさんさん

第6回あいち介護サービス大賞
で入賞しました !!

リハビリデイサービスさんさん　管理者　鈴
す ず

木
き

 基
も と

弘
ひ ろ

あいち介護サービス大賞（主催：一般社団法人　福祉評価推進事業団、

共催：愛知県）は、「よりよい介護福祉の創造に向け、介護サービスの特

徴的・先進的な取り組み事例を広く公表し優れた事例の事業所を顕
けん

彰
しょう

す

る」取り組みです。

平成30年度の第6回あいち介護サービス大賞で、当法人の「リハビリ

デイサービスさんさん」が入賞しました。昨年度の「リハビリデイサービ

ス颯
そう

とよた」の入賞に続き、2年連続の入賞です。両施設ともリハビリテー

ションに力を入れている施設で、「リハビリテーションで地域に貢献する」

という当法人の取り組みが高く評価されたと思っています。

今回の入賞は、目標に向かって頑張って

リハビリをしている利用者さま、高い志で支

援を行うスタッフ、皆でいただいたものだと

思っています。

これからも、入院リハビリだけでなく、病

気やけがで後遺症が残ったり加齢で体が衰え

たりしても、住み慣れた地域で自分らしい生

活ができるよう支援していきます。

例えば、片まひがある方が「料理をしたい」という目標があれば、片手

で料理する方法を練習する、「バスに乗って出かけたい」という希望があ

れば、安全な移動方法を練習する、というように、利用者さまに寄り添い、

目標や希望を一緒に考えてイキイキとした生活を送るための様々な支援

を行っています。

利用者さまが、目標や希望をかなえ、自信をもって「さんさん」を卒業

し、住み慣れた地域で自分らしい生活を送ることができるよう今後も取

り組んでいきます。

デイサービスから卒業 !!
自分らしい生活をあきらめない
三九会が取り組んでいる、医療から介護へのスムーズな移行（下図）を

実現するため、リハビリデイサービスさんさんでは、①自立 (自律 )支援、

②自分らしい生活をあきらめない、③活動と参加につなげる、という3

つのコンセプトに取り組んでいます。



リハビリの現
ゲ ン バ

場から

主な発表内容
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No. 38

リハビリテーション部  言語聴覚士  小
お

野
の

寺
でら

 紀
のり

彦
ひこ

回復期リハビリテーション病棟は、脳血管障害や骨折などでリハビリが必
要な患者さまが、心身ともに回復し、自宅や社会へ戻れるように、多職種がチー
ムでリハビリを実施する病棟です。質の高い医療の実践と医療技術の推進を
図るため、2月に開催された「回復期リハビリテーション病棟協会 第33回研
究大会 in 舞浜・千葉」では、当院のリハビリスタッフや看護師が、普段の業
務で取り組んでいる内容を発表しました。

今後もこうした取り組みを継続して行い、質の高いリハビリを患者さまに
提供し、地域に貢献していきます。

●OHAT*を活用した口腔ケアシステムの取り組み／OHAT導入後の実態調査
➡OHATを活用することにより口腔内環境を整え、誤嚥性肺炎の予防を図り、
おいしく口から食べられる状態を維持

●ADL（日常生活動作）自立チェック用紙の紹介と安全性の検討
➡ADL自立チェック用紙の活用により多職種での問題点の共有と患者さまの
転倒予防を図る

●信頼されるスタッフ育成に関しての研修体制
➡スタッフの接遇向上で、「ここに来て良かったと思ってもらえる施設であ
りたい」という理念を実践

今大会のテーマは「科学と情熱」 発表する中村理学療法士 発表する田平作業療法士

回復期リハビリテーション病棟協会  第33回研究大会 in 舞浜・千葉

当院の取り組み事例を発表！

心 が ち ょ っ と 楽 に な る 方 法
No.21

負担のかからない介助方法
&  家でできるリハビリ

リハビリテーション部  公認心理師  高
たか

尾
お

 卓
すぐる

治療や介護を受けている患者さま、サポートしている
ご家族の皆さま、毎日おつかれさまです。日ごろのスト
レスから心をすり減らすことがありませんか。
そんなときに心がちょっと楽になる３つの方法をご紹

介します。

イラッとしたとき、つい、「なんで○○なの！」
という言葉が出ていませんか。そんなときは「ど
うしたら～～（解決につながる）だろう」に言
い換えてみると、前向きな気持ちをつくりやす
くなります。

「ごめん」の多くは「ありがとう」に言い換えら
れるものばかりです。もし「ごめん」が口ぐせ
だと思ったなら、試してみる価値ありです。

「はぁ～」というため息は、自分だけでなく周
囲にも疲れをまき散らします。「はぁ～」を「ふぅ
～」に変えるだけで気持ちを仕切りなおしてい
るような気分になりませんか？

心穏やかな毎日をお過ごしいただけますように。

拙著『心本～気持ちを整えたいときによんでください～』（Amazon にて販

売予定）も参考になさってみてください。

公認心理師は国家資格で、心のケアの専門家です。入院中の患者さまの心

のケアを行っていますので、ご希望の方は主治医にご相談ください。

文句の言葉を前向きな言葉に

必要以上に「ごめん」という言葉を使わない

ため息の「はぁ～」を「ふぅ～」に変えてみる

1

2

3

＊OHAT（ Oral Heath Assessment Tool）：オーハット。口腔ケアに関わる職員が、同じ視点で継続的な観察・
ケアを行うために使用する口腔内評価ツール



なるほどサポート

活動量
の低下

疲れやすい

食事の
量が減る
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春になり、身体を動かしやすい時期になりました。
「SHIN-SHIN とよた」で楽しく・安全に運動しませんか？

SHIN-SHIN とよた が発信します！

春です！ 運動しませんか？

◦体力測定を実施し、現在の体力レベルをチェックします。
◦トレーニング機器の使い方は一緒に行います。
◦ヨガ・ストレッチ・エアロビクスなど楽しいスタジオもあります。

◦医師から運動時の注意点について説明があります。
◦運動での疑問点があれば、ご質問ください。

◦身体の状態を把握し、プログラム作成の参考にします。

目標に合わせて運動プログラムを作成します。

メディカルチェックの結果を説明します。

各種検査を実施します。

運動スタート

医師とのコンサルティング

メディカルチェック(血液・尿・心電図 )

無料体験受付中です！ スタジオ参加もできます !!

Facebook ページに
「いいね！」してね♪

● SHIN-SHINとよた　☎0565-34 - 6272

STEP

3

STEP

2

STEP

1

豊田市小坂町 7-80  三九朗病院内 【体験受付】10：00 ～19：00（休館日：日曜日）

ご入会から運動開始までの流れ

運動できる服装・室内用シューズ・タオルをご持参ください。

無料体験

実施中

無料体験をされたAさんの場合

Ａさんは高血圧の症状があり、運動するのは10年ぶりでした。

❶医師の指導のもと、体成分測定機器で身体を分析

❷筋力アップのためマシンを使ってトレーニング

❸スタジオで有酸素運動のエアロビクスに参加！

「低栄養」と聞くと、極端に痩せた人を想像するかもしれませんが、
実はそうではありません。特に高齢の方は、自分では、朝昼夕と三食、
魚や野菜中心の健康的な食生活を送っているつもりでも、知らないう
ちに低栄養になっていることがあります。

例えば、年齢とともに外出が億
お っ

劫
く う

になっ
て、外出は通院とその帰り道の買い物くら
い、という方は注意が必要です。活動量が
減ると、お腹が空かないため、食べる量も
減り、たんぱく質やエネルギーなどの栄養
を十分摂取できなくなります。このように
低栄養の状態になると、筋力が低下して疲
れやすくなり、活動量がさらに減ってしま
うという悪循環に陥ってしまいます。

また、食事量が減ると水分の摂取量も減少するため、脱水症になる
リスクも上がってきます。

最近、食事を残すことが多くなった、疲れやすく風邪をひきやすく
なった、転びやすくなったなどの症状が重なったら、もしかすると低
栄養かもしれません。かかりつけ医に相談することをおすすめします。

当院では、栄養不良の状態に対し、入院中は NST（栄養サポートチー

ム）が多職種で協力しながら適切な治療を行っています。また、外来

では、管理栄養士が個々の症状に合わせた栄養指導で適切な食生活を

サポートしています。もし、食事で気になることがありましたら、お

気軽に管理栄養士までお声をおかけください。

診療支援部　管理栄養士　林
はやし

 義
よし

真
ざね

高 齢 者 の 低 栄 養
管理栄養士から


